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要約 : ,**-年 +*月千葉県千倉町のビニルハウス栽培メボウキの葉 葉柄および茎に黒色水浸状斑および黒
色条斑を形成し ついには枯死する病害の発生を認めた 被害部からは細菌のみが分離され 分離菌はその
病原性 細菌学的性質 血清学的性質から Pseudomonas cichorii Swingle+3,/ Stapp+3,2と同定された
P. cichoriiによるメボウキの病害は わが国未報告であることから 病名を黒斑細菌病 英名 ; Bacterial
black spot とすることを提案した
キワド : 黒斑細菌病 メボウキ Pseudomonas cichorii

緒 言
メボウキはアフリカや熱帯アジア原産の多年生植物で
耐寒性に乏しく わが国では バジルと呼ばれ 一年生植
物として扱われている メボウキには 疲労回復 鎮痛
強壮 駆虫など有用性が高く さらに食の西洋化に伴い
栽培が盛んになり始めている
,**-年 +*月 千葉県千倉町のビニルハウス栽培メボウ
キ Ocimum basilicum L. 品種 : スイトバジル の茎葉
に初め 不定形の水浸状斑を生じ その後 拡大した黒色
斑および条斑を形成 重症被害株は萎ちょう 枯死する病
害の発生を認めた 病害の発生したビニルハウスはメボウ
キの生育を促進するため株元にビニルマルチをし 畝間に
籾殻を敷き詰め 高湿度を維持するように管理されてい
た そのため 夜間のみならず昼間も曇天では結露が激し
く 病害の進展は速やかで その被害は甚大であった そ
こで メボウキに黒斑症状を起こす病原を明らかにする目
的で研究を開始し 本病が Pseudomonas cichorii (Swin-
gle+3,/) Stapp+3,2に起因する病害であることが明らかに
なったので報告する
材料および方法
病原菌の分離 : 分離には被害株から形成時期の異なる病
斑を採取し 常法の表面殺菌を行った後 磨砕希釈して
PPGA培地と混和 平板培養した 分離された細菌は発病
株毎に +,集落を釣菌し 単一集落分離を -回繰り返し
た後に 純粋培養菌とした 純培養菌はスキムミルク培地
に濃厚に懸濁し .*で凍結保存した 純培養菌は試験
のつど取り出して供試した
分離菌の病原性 : PPGA培地で ,..2時間培養した分
離菌は滅菌水に懸濁細菌濃度を +*2 CFUmlに調整後
刺針付傷したメボウキ苗に噴霧接種した接種苗は ,.時
間湿潤状態に保ち その後 ガラス温室 夜間加湿 で管
理し 発病の有無を観察した
分離菌の寄生性 : 病原性試験の結果から病原力の最も強
かった菌株 TUAB*-*3*+株を選抜 各種植物に対する寄
生性を単針付傷後 噴霧接種する方法で調べた
細菌学的性質 : 病原性が確認できたメボウキ分離菌 +2
菌株の簡易同定を試みた結果 P. cichoriiに類似した そ
こで 本学保存菌株 P. cichorii TUA10*/ : レタス腐敗病
菌+-を対照菌株として供試し 13項目の細菌学的性質に
ついて調査した 病原性細菌の細菌学的性質は後藤瀧川
らの方法,/に準拠して調査した
血清反応 : メボウキ黒斑症分離菌は簡易診断で P.
cichoriiと推定されたので 抗 P. cichorii血清 社団法人
日本植物防疫協会より購入 との反応を間接 ELISA法で
検討した 抗原には黒斑症状罹病株葉汁液 分離菌懸濁液
および分離菌の接種で発病した病斑組織汁液を供試した
結 果
発生状況および病徴 : ,**-年 +*月 千葉県千倉町のビ
ニルハウスで栽培されていた収穫直前のメボウキの茎葉に
不定形の黒色水浸状斑および黒色条斑を呈する病害の発生
を認めた ビニルハウスに栽植されていた約 +,/**株の 0*
1*が本病に罹病していた 発病程度を任意の .*株に
ついて調査した結果 病斑形成率が /*程度の発病株が
+*株 /*未満の発病株が ++株 外観健全株が +3株で
あった 外観健全株は +カ月後には発病し 被害が拡大し
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た
本病は初め 針頭大の暗色水浸状斑を茎葉に形成した
この病斑は速やかに拡大し 不正形の黒色斑となり さら
に病斑相互が融合して大型の病斑を形成した Plate ++.
+,
葉縁部に形成された病斑は葉脈にそって葉身部に展開
し 楔型病斑を形成した 茎では黒色斑が拡大し条斑と
なった Plate +- その後この条斑は茎から葉柄 さら
に葉脈に浸潤し 葉柄は黒変垂下した Plate +. 病
勢の進展した病斑では葉肉組織が消失し 薄皮状を呈し
た 激しく発病した葉は早期に落葉し 発病株は萎ちょう
症状を呈して 枯死した
病原菌の分離 : 病斑組織を顕微鏡で観察すると 組織か
ら多量の細菌が溢出 本症状が細菌に起因する病害と推定
された そこで細菌の分離を混和平板法で試みた その結
果 供試したいずれの病斑からも PPGA培地に円形白
色集落を形成する細菌が優先的に分離された 優先的に分
離された細菌から +2菌株を選抜した
分離菌の病原性と寄生性 : 分離菌 +2菌株をメボウキに
接種すると 接種 -日後に葉の刺針部に暗色水浸状の小斑
点を形成した また 無傷の葉身部にも針頭大の暗色小斑
点を形成した その後 この小斑点は湿潤状態で速やかに
進展 拡大して不定形の黒色斑を形成 さらに病斑相互が
融合して大型病斑となった 病斑が多数形成された葉は早
期に落葉した また 茎に形成された小斑点は次第に拡大
進展して黒色条斑を生じた 激しく発病した株は萎ちょ
う枯死し 原病徴が再現された なお 夜間の加湿を行
わないと 葉や茎に形成された病斑の進展は停止した 接
種苗に形成された病斑からは接種細菌が分離された
病原力の強かった TUAB*-*3*+株を用い寄生性を調査
した結果レタスヒマワリキククリムソンクロバ
に病原性を示し 刺針部および無傷部に褐色の斑点を形成
した ダイズ イチゴ およびキンセンカは 付傷部を褐
変させ 僅かに病斑を拡大させたが 無傷部での病斑形成
は確認されなかった ナバナおよびアイスランドポピに
は 病斑を形成しなかった Table +
細菌学的性質 : 分離菌 +2菌株と対照として用いた P.
cichorii TUA10*/ の細菌学的性質を Table ,に示した
分離菌 +2菌株はグラム陰性 好気性 運動性を有し グル
コスを酸化的に分解した 黄緑色蛍光色素を産生し
.+で発育せず LOPAT反応は 	   	を示
した アンモニアの生成 エスクリンおよびアルブチンの
分解 フェニルアラニンデアミナゼ試験は陽性 牛
乳培養試験ではアルカリを生じたが 牛乳の消化および凝
固反応は起らなかった 硫化水素の産生 硝酸塩の還元
硝酸呼吸 デンプンの加水分解およびゼラチンの液化試験
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は陰性であった 酒石酸 クエン酸 マロン酸 乳酸を利
用しアルカリを生じたが サッカリン酸および安息香酸は
利用しなかった グルコス マンノス ガラクトス
リボス メリビオス グリセリン マンニトルを利
用し酸を生じたが ラムノス ソルボス スクロス
ラクトス マルトス トレハロス スタチ エリ
スリトルを利用しなかった /耐塩性試験の結果は菌
株によって異なったが その他の性質は対照菌 TUA10*/
株と一致した
血清反応 : 抗 P. cichorii血清との反応を間接 ELISA法
で調査した結果 抗原とした黒斑症状罹病株葉汁液 分離
菌の懸濁液 分離菌の接種で発病した病斑組織汁液は 抗
P. cichorii血清と反応し O.D. *.2以上を示したが 比較
対照として供試した健全葉磨砕汁液には反応しなかった
O.D. *.+以下
考 察
,**-年 +*月 千葉県千倉町で栽培されていたメボウキ
の葉 葉柄に黒色褐色の斑点を形成し 激しく発病した
株から枯死する病害の発生を認めた 罹病組織からは多量
の細菌が溢出し 細菌に起因する病害と考えられたが わ
が国ではメボウキに細菌病の発生記録が無いことから 病
原の検出および性質について検討した
被害茎葉から分離を試みると PPGA培地に円形白色
の集落を形成する細菌が優先的に分離された 分離菌を付
傷したメボウキに噴霧接種すると 円形白色集落形成菌
のみが自然発病と同様の病斑を形成し 病原性が確認され
た 病原性が認められた分離菌 +2菌株は西山+*, ++ LEL-
LIOTTら3の簡易同定法で P. cichoriiに類別されたので
本学保存の P. cichorii TUA10*/株を対照として供試し
13項目の性質を調査した
供試した +2菌株は /耐塩性で菌株間に差があったが
他の性質は比較対照に用いた TUA10*/株 レタス腐敗病
分離株 と一致した
P. cichoriiは多犯性細菌として知られ わが国でも多く
の作物+, 02, +,+1, +3, ,*および雑草1, +2に感染 被害を与えてい
Table , Comparison of physiological and biochemical characteristics of bacterial strains isolated from
Ocimum basilicum with Pseudomonas cichorii
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る これら既報の菌株と本細菌を比較すると 川久保らの
報告0とはデンプンの加水分解で河原林陶山の報告1
とは チロシナゼ活性で 土屋らの報告+3とは イノシ
トル マンニトルの利用能で異なった 白川らの報
告+.した菌株とは全ての項目で一致した
抗 P. cichorii血清を用いた間接 ELISA法で 分離菌
自然発病株磨砕汁液 接種メボウキ磨砕汁液は対照菌
TUA10*/株 レタス腐敗病分離菌株 と同様に 抗 P.
cichorii血清と反応し 明瞭な呈色反応を示した
以上の結果から メボウキの葉に黒色斑点を形成する病
原細菌は Pseudomonas cichorii (Swingle+3,/) Stapp+3,2
と同定した 病名は黒斑細菌病 英名 ; Bacterial black
spot とすることを提案する
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Plate + Symptoms appeared on basil
+, ,. Irregular shaped brown-black spots were produced on leaves and stems.
-. Brown spots on the stem extended and fused gradually to be a black streak.
.. Leaves and stems were ﬁnally rotten.
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Bacterial Black Spot of Basil Caused by
Pseudomonas cichorii (Swingle +3,/) Stapp+3,2,
Newly Found in Japan
By
Kazuo KANEHASHI*, Yoshiyuki EBIHARA**, Seiji UEMATSU***,
Hiromitsu NEGISHI****, Nobuaki MATSUYAMA**** and Kazuo SUYAMA****
(Received November +., ,**//Accepted March +*, ,**0)
Summary : In October, ,**-, a new bacterial black spot disease was found on basil (Ocimum basilicum
L.) in Chiba prefecture, Japan. This disease was characterized by the formation of irregular shaped
brownish-black spots or streaks on the leaves, petioles and stems. Bacteria isolated from disease
tissues produced black spots and streaks similar to natural infection on the basil by spray inoculation
method. The causal bacterium was identiﬁed as Pseudomonas cichorii (Swingle +3,/) Stapp+3,2 based
on pathogenicity, bacteriological and serological characteristics. Bacterial disease of basil caused by
P. cichorii has not been recorded in Japan. Therefore, we proposed the name bacterial black spot” for
this disease.
Key words : Bacterial black spot, Basil, Pseudomonas cichorii
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